
（2023年３月31日現在）
（単位　千円）

科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産

現 金 預 金

電 子 記 録 債 権

受 取 手 形

完成工事未収入金

契 約 資 産

未 成 工 事 支 出 金

材 料 貯 蔵 品

短 期 貸 付 金

未 収 入 金

そ の 他 流 動 資 産

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

構 築 物

機 械

車 両 運 搬 具

工 具 器 具 ・ 備 品

リ ー ス 資 産

土 地

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

借 地 権

ソ フ ト ウ ェ ア

その他無形固定資産

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

出 資 金

リ ー ス 投 資 資 産

長 期 貸 付 金

敷 金 保 証 金

破産債権，更生債権等

長 期 未 収 入 金

長 期 前 払 費 用

貸 倒 引 当 金
　

37,337,911

37,660

578,077

132,535

21,616,996

11,003,097

36,508

1,975,976

21,372

1,830,962

107,985

△3,262

26,255,209

8,644,154

3,845,971

166,387

100,282

3,168

397,690

50,246

4,036,641

43,766

137,196

18,292

100,633

18,270

17,473,858

3,457,676

13,311,895

45,221

75,642

25,186

489,913

747

2,800

71,673

△6,897
　

流 動 負 債 13,247,045
電 子 記 録 債 務 2,010,144

工 事 未 払 金 5,803,495

短 期 借 入 金 1,013,725

リ ー ス 債 務 19,906

未 払 金 1,350,600

未 払 費 用 477,792

未 払 法 人 税 等 277,273

契 約 負 債 24,518

完成工事補償引当金 22,505

工 事 損 失 引 当 金 637,576

賞 与 引 当 金 1,144,724

そ の 他 流 動 負 債 464,782

固 定 負 債 7,211,552

長 期 未 払 金 5,755

リ ー ス 債 務 34,127

資 産 除 去 債 務 80,271

長 期 預 り 金 31,780

退 職 給 付 引 当 金 5,891,734

繰 延 税 金 負 債 1,167,882

負 債 合 計 20,458,597

純 資 産 の 部

株 主 資 本 35,622,623

資 本 金 1,091,900

資 本 剰 余 金 742,523

資 本 準 備 金 742,523

利 益 剰 余 金 33,989,256

利 益 準 備 金 272,975

その他利益剰余金 33,716,281

配当引当積立金 195,500

退職給与積立金 400,000

固定資産圧縮積立金 436,693

別 途 積 立 金 20,800,000

繰越利益剰余金 11,884,087

自 己 株 式 △201,055

評価・換算差額等 7,511,899

その他有価証券評価差額金 7,511,899

純 資 産 合 計 43,134,523

資 産 合 計 63,593,121 負債・純資産合計 63,593,121

貸　借　対　照　表
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(2022年４月１日から
2023年３月31日まで)

（単位　千円）

科 目 金 額

完 成 工 事 高 52,296,931

完 成 工 事 原 価 46,507,602

完 成 工 事 総 利 益 5,789,328

販売費及び一般管理費 4,851,022

営 業 利 益 938,306

営 業 外 収 益

受 取 利 息 ・ 配 当 金 200,119

受 取 地 代 家 賃 101,036

貯 蔵 品 発 生 品 売 却 益 170,530

そ の 他 営 業 外 収 益 85,331 557,018

営 業 外 費 用

支 払 利 息 4,256

出 向 者 人 件 費 差 額 負 担 金 120,510

そ の 他 営 業 外 費 用 58,261 183,029

経 常 利 益 1,312,295

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 115,527 115,527

特 別 損 失

固 定 資 産 売 却 損 141

固 定 資 産 除 却 損 23,386

減 損 損 失 141,102 164,630

税 引 前 当 期 純 利 益 1,263,192

法 人 税 ・ 住 民 税 及 び 事 業 税 256,358

過 年 度 法 人 税 等 5,628

法 人 税 等 調 整 額 221,149

当 期 純 利 益 780,056

損　益　計　算　書
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(2022年４月１日から
2023年３月31日まで)

（単位　千円）

株 主 資 本

資本金

資本剰余金 利 益 剰 余 金

自己株式
株主資本
合 計

資 本
準備金

資 本
剰余金
合 計

利 益
準備金

そ の 他 利 益 剰 余 金
利 益
剰余金
合 計

配当引当
積 立 金

退職給与
積 立 金

固定資産
圧 縮
積 立 金

別 途
積立金

繰 越 利 益
剰 余 金

当 期 首 残 高 1,091,900 742,523 742,523 272,975 195,500 400,000 379,433 20,800,000 11,242,902 33,290,811 △201,055 34,924,178

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △81,611 △81,611 △81,611

固 定 資 産 圧 縮
積 立 金 の 積 立

63,990 △63,990 － －

固 定 資 産 圧 縮
積 立 金 の 取 崩

△6,730 6,730 － －

当 期 純 利 益 780,056 780,056 780,056

株 主 資 本 以 外 の
項 目 の 当 期 変 動 額
（ 純 額 ）

当 期 変 動 額 合 計 － － － － － － 57,260 － 641,184 698,444 － 698,444

当 期 末 残 高 1,091,900 742,523 742,523 272,975 195,500 400,000 436,693 20,800,000 11,884,087 33,989,256 △201,055 35,622,623

評 価 ・ 換 算 差 額 等

純資産合計その他有価証券
評 価 差 額 金

評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

当 期 首 残 高 7,601,055 7,601,055 42,525,234

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △81,611

固 定 資 産 圧 縮
積 立 金 の 積 立

－

固 定 資 産 圧 縮
積 立 金 の 取 崩

－

当 期 純 利 益 780,056

株 主 資 本 以 外 の
項 目 の 当 期 変 動 額
（ 純 額 ）

△89,155 △89,155 △89,155

当 期 変 動 額 合 計 △89,155 △89,155 609,289

当 期 末 残 高 7,511,899 7,511,899 43,134,523

株主資本等変動計算書
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個別注記表

１. 重要な会計方針に係る事項

(1) 資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法

・子会社及び関連会社株式 移動平均法による原価法

・その他有価証券

・市場価格のない株式等 時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、

　以外のもの 売却原価は移動平均法により算定）

・市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法

・未成工事支出金 個別法による原価法

・材料貯蔵品 先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

(2) 固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法によっています。ただし、1998年４月１日以降

に取得した建物（附属設備を除く）並びに2016年４月

１日以降に取得した建物附属設備及び構築物について

は定額法によっています。

なお、主な耐用年数は以下のとおりです。

建物…………………………………３～50年

構築物………………………………２～60年

機械…………………………………６～17年

車両運搬具…………………………２～７年

工具器具・備品……………………２～20年

また、取得価額10万円以上20万円未満の少額減価償却

資産については、３年間で均等償却しております。

② 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっています。ただし、ソフトウェアの償却

方法については以下のとおりであります。

自社利用のソフトウェアについては、社内における利

用可能期間（５年）に基づく定額法によっています。

販売目的のソフトウェアについては、見込販売数量に

基づく償却額と見込有効期間（３年）の残存期間に基

づく均等配分額のいずれか大きい額によっています。

③ 長期前払費用 均等償却をしております。
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④ リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定

額法によっています。

(3) 引当金の計上基準

① 貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権につ

いては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込

額を計上しております。

② 完成工事補償引当金 完成工事に係る契約不適合の費用に備えるため、当事

業年度末に至る１年間の完成工事高に対する将来の見

積補償額に基づいて計上しております。

③ 工事損失引当金 受注工事に係る将来の損失に備えるため、当事業年度

末手持工事のうち損失の発生が見込まれ、かつ、その

金額を合理的に見積もることができる工事について、

損失見込額を計上しております。

④ 賞与引当金 従業員に対して支給する賞与の支払に備えるため、過

去の支給実績を勘案し、負担すべき実際支給見込額を

計上しております。

⑤ 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末におけ

る退職給付債務の見込額に基づき計上しております。

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事

業年度末までの期間に帰属させる方法については、給

付算定式基準によっています。

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従

業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（14年）に

よる定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業

年度から費用処理しております。

(4) 収益及び費用の計上基準

設備工事においては、主に電気設備の新設及び撤去、改良等の工事契約を締結しておりま

す。それらは、一定の期間にわたり履行義務が充足されると判断し、履行義務の進捗度に応

じ収益を認識しております。また、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足する

と見込まれる時点までの期間がごく短い工事契約については代替的な取扱いを適用し、一定

の期間にわたり収益を認識せず、完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しておりま

す。なお、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることができないが、発生する費

用を回収することが見込まれる場合には、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もる

ことができる時まで、一定の期間にわたり充足される履行義務については原価回収基準によ

り収益を認識しております。
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(1) 有形固定資産の減価償却累計額 8,068,667千円

① 短期金銭債権 22,646,755千円

② 短期金銭債務 555,272千円

① 売上高 34,593,701千円

② 仕入高 1,752,341千円

③ 営業取引以外の取引高 142,624千円

株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数

普 通 株 式 365千株 －千株 －千株 365千株

(5) その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

① 退職給付に係る会計処理

　退職給付に係る未認識数理計算上の差異の未処理額の会計処理の方法は、連結計算書類

におけるこれらの会計処理の方法と異なっています。

２．会計上の見積りに関する注記

　一定の期間にわたる収益認識

①　一定の期間にわたり収益認識した完成工事高　　51,027,402千円

②　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

一定の期間にわたり収益認識した完成工事高については、工事原価総額を基礎として

当事業年度までの実際発生原価額に応じた工事進捗度に工事収益総額を乗じて算定して

おります。工事原価総額は、設計変更や原材料価格、労務費等の価格条件等さまざまな

見積り等の要素等を考慮し見積りを行っており、適時・適切に見直しを行い、変更を行

った事業年度に反映しております。なお、主要な仮定に変更が生じた場合、翌事業年度

の計算書類において、完成工事高及び完成工事原価の計上に影響を及ぼす可能性があり

ます。

３. 貸借対照表に関する注記

(2) 関係会社に対する金銭債権、債務は次のとおりです。

４. 損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

５. 株主資本等変動計算書に関する注記

自己株式の数に関する事項
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賞与引当金 350,285千円

工事損失引当金 195,098千円

未払事業税 29,297千円

未払社会保険料 51,831千円

退職給付引当金 1,802,870千円

出資金評価損 13,522千円

貸倒引当金 2,251千円

資産除去債務 24,563千円

減損損失 1,331千円

その他 47,117千円

評価性引当額 △60,902千円

　計 2,457,267千円

繰延税金負債との相殺 △2,457,267千円

繰延税金資産合計 －千円

収益認識基準適用遡及処理に伴う税効果 △11,398千円

過年度完成基準工事完成工事高 △92,798千円

固定資産圧縮積立金 △192,548千円

資産除去費用 △8,291千円

その他有価証券評価差額金 △3,312,163千円

その他 △7,949千円

計 △3,625,149千円

繰延税金資産との相殺 2,457,267千円

繰延税金負債合計 △1,167,882千円

６. 税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

（繰延税金資産）

（繰延税金負債）
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種 類 会社等の名称
資本金又
は出資金
( 千 円 )

事 業 の
内 容
又は職業

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関連当事
者との関
係

取引の内容
取引金額
( 千 円 )

科 目
期末残高
( 千 円 )

そ の 他
の 関 係
会 社

東 海 旅 客
鉄道㈱

112,000,000 鉄道事業
　　0.4
（23.2）

受注工事の
施工
役員の兼任

電気工事
等の施工

34,593,701

完成工事
未収入金

15,645,480

契約資産 6,997,147

出 向 者
人 件 費

1,233,932 未払費用 89,862

種 類 会社等の名称
資本金又
は出資金
( 千 円 )

事 業 の
内 容
又は職業

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関連当事
者との関
係

取引の内容
取引金額
( 千 円 )

科 目
期末残高
( 千 円 )

子会社 ㈱東海電業 10,000 設備工事業 85.0
電気工事の
外注
役員の兼任

当社受注
工 事 の
施 工

299,674 工事未払金 30,137

種 類 会社等の名称
資本金又
は出資金
( 千 円 )

事 業 の
内 容
又は職業

議決権等
の 所 有
(被所有)
割合(％)

関連当事
者との関
係

取引の内容
取引金額
( 千 円 )

科 目
期末残高
( 千 円 )

その他の
関係会社
の子会社

JR東海財務
マネジメン
ト㈱

80,000
グループ内
金融事業

―
資 金 の 借
入、預け入

C M S 4,787,203 短期借入金 1,013,725

その他の
関係会社
の子会社

ジェイアー
ルセントラ
ルビル㈱

45,000,000 不動産業 ―
受注工事の
施工

電気工事
等の施工

840,090
完 成 工 事
未 収 入 金

650,034

７. 関連当事者との取引に関する注記

(1) 親会社及び法人主要株主等

(2) 子会社等

（注） 取引条件及び取引条件の決定方針等

上記の取引については、それぞれ一般取引と同様に適正な価格で決定しております。

(3) 兄弟会社等

（注）１. 当社はJR東海財務マネジメント㈱と「CMS基本契約」を締結しており、ＪＲ東海グル

ープ会社相互の余剰資金の融通の仕組みであるＣＭＳ(キャッシュ・マネジメント・

システム)を利用しております。そのため、ＪＲ東海財務マネジメント㈱に対する短

期借入金又は預け金の残高は日々変動しております。

なお、取引金額については、期中における残高の平均金額を記載しております。

２. 取引条件及び取引条件の決定方針等

上記の取引については、それぞれ一般取引と同様に適正な価格で決定しております。
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(1) １株当たり純資産額 4,228円27銭

(2) １株当たり当期純利益 76円46銭

８.収益認識に関する注記

　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「連結注記表（収益認識

に関する注記）」に同一の内容を記載しておりますので、注記を省略しております。

９. １株当たり情報に関する注記

－ 9 －



退職給付債務の期首残高 6,189,439千円

勤務費用 460,881千円

利息費用 6,189千円

数理計算上の差異の発生額 16,441千円

退職給付の支払額 △253,206千円

退職給付債務の期末残高 6,419,744千円

積立型制度の退職給付債務 6,419,744千円

積立状況を示す額 6,419,744千円

未認識数理計算上の差異 △528,009千円

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 5,891,734千円

退職給付引当金 5,891,734千円

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 5,891,734千円

勤務費用 460,881千円

利息費用 6,189千円

数理計算上の差異の費用処理額 90,463千円

確定給付制度に係る退職給付費用 557,533千円

割引率 0.1％

10. その他の注記

（退職給付関係）

(1) 採用している退職給付制度の概要

当社は、確定給付型の制度として退職一時金制度を、確定拠出型の制度として確定拠出

年金制度を設けております。

(2) 確定給付制度

① 退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表

② 退職給付債務及び年金資産の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調

整表

③ 退職給付費用及びその内訳項目の金額

④ 数理計算上の計算基礎に関する事項

当事業年度末における主要な数理計算上の計算基礎

(3) 確定拠出制度

当社の確定拠出制度への要拠出額は、当事業年度73,183千円です。
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